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上
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於
け
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說

第
四
it

新
基
礎
の
上
に
立
つ
た
る
權
力
の
，均
衡
で
あ
る
、
歐«- 

E'
が
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ«
肇
の
細
„

あ
る」

£
泰 

ぼ
#S

て
居
る
。
當
睁
に
於
て
ば
此
の
如&
解
決
も35, 

來
さ
ぅ
で
あ
つ
た
。
諸
國
民
は
未
だ
»
»
の
間
柄
で
は 

な
く
し
て
、
何
れ
も
第I

に
は
從
來
の
割
據
分
立
を
止 

め
.て【

元
全
な
る
政
治
的
剛
體
を
造6
、
第i1

に
は
;1
|®
. 

の
割
！

i

盼

狀

賧

に

て

^

<

#

_

で

あ

つ

た

方

法

ゼ

用

ひ 

て
祉
會
的
及
び
產
業
的.問
題
を
解
決
し
、
以
て一

餍
完 

全
な
る
自
家
0;
發

展

を

遂

ぐ

ふ

こ

と

に

利

益

.
を

有

つ

て 

磨
，た
の
で
.あ
.ふ
。
鳴
呼
、
然
し
な
が
ら
諸
國
民
ば
痛
ま 

し
い
反
8
疢
猶
を
_
じ
た
#
闘
に
-»
へ
ず
じ
て
は
、
#- 

自
の
政
治
的
：

i

界
を
整
理
し
得
な
か
つ
た
の
で
お
各
。 

爲
に
癒
'#
的
及
び
產
業
的
問
題a

漆
傭
.決
の
儘
に
殮
さ 

れ
た
。
國
民
主
義
は
跟
國
主
義
の
衣
服
を
着
け
て 

生
®
な
一
る
形
式
を
以
て

®
を
#
げ
來
ヶ
、
か
く
て
歐
藤 

.巴
大
_
は
小
天
地
に
賜
蹄
し
て
苺
に
,
意
を
抱
い
た
を 

諸
國
捣
©
集
圈
ミ
な
つ
で
了
つ
た
。
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量 字  
說 論

s ._ 1_&

w  I -

る
貨
播

高城仙次

II

第

1|
節

貨

幣

說
 

吾
人
：は
前
傲
に
於
て
利
子
歩
合
ば
货
幣
の
數
蹵
に
依 

り
9

左
右
せ
£ >
:

る

A

も
の
に
非
ずV

J

力
說
せ
る
映
.五
の 

學
者
.

の
意
見
を
紹
介
し
、
之
に
燦
評
を
加
へ
た
る
を
以 

て
、
今
や
.

進
：ん
T

此
所
謂
非
貨
幣
說
の
主
張
者
ビ
は
反 

.對
の
見
地
R
立
：ぢ
て 
>
 

利
子
歩
合
ば
«

^

の
數
量
の
墦 

減
に
依
6

て
犬
な
各̂

^

を
蒙
ざ
こ
ビ

ぁ
I

明
瞭
に 

論
述
せ
る
が
或
は#

說
を
採
れ
6

ビ
..看
倣
じ
'

得
る
.經
濟 

學
满
の
說
を
紹
介
せ
ん
ビ
欲
ず
る
も
の
な
る
が
、
此
货 

幣
奪
? :
.

懷
ぐ
者
« .
#

貨
#

-

を
嗷
持
す
.
'る

*

ょ

り

は

遙
 

か
代
少
數
に
し
て
、
，令0 :

利
子
步
合̂

$

^

數
量
^
の 

關
係
に
就
き
て
、.

我
.

經
^

^

を

支

配

せ

^

思

想

は

前

?

I

、

一必

t 
‘

I 

:
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_
l
r
p
-

,

修
に
於
て
®
人
の
批
評
せ
る
柴
貨
修
說
な
る
が
如
き
觀 

ぁ
り
。
卿
之
、
此
少
騰
の
貨
膽m
fl
論
考
巾
に
於
て
も 

刺
子
步
合
兄
對
す
る#
#:
數
■
の
影
響
^
猜
極
的
に
立 

證
せ
ん
ビ
努
む
る
雜
ば
延
に
 

一
*
少
騰
に
し
て
、
多
く 

ば
利
子
渉
合
が
賢
幣
の
！

i

用
供
給
に
足
ま
る
も
の
なb 

と
徽
じ
て
、

：

罪
貨
幣
說
を
撳
ら
ず
s 

Sひ
得
る
に
過
ぎ 

ざ
る
な
6
。
以
下
#
人
の
紹
介
し
且
つ
批
難
せ
ん
と
欲

す
る
ば
マ
ク
ラ
！

T

ド
、
ク
ラ
ィ
ン
ベ
ヒ
タ
ー
並
に
デ
ブ
ン
。ホ

1
ト
の
.所
說
故
b v

し
す
。

第

1

_
マ
ク
ラ
ゥ
が
の
說
：

前
章
に
級
介
せ
る
が
如d

ユ.
1ム
、
ス
ミ
ス
、
ミ
ル 

等
以
英
國
の
經
濟
_
漭
が
利
承
步
合
に
及
ぼ
す
貨
幣
數 

量
の
影
響
を
否
觉
せ
ふ
に
反
し
ク

E
l

じ
く
英
國
.の
經
濟 

舉
翁
れ
各
ヘ
ン
ヅ
i

ダ
ニ
ン
グ
。
マ
ク
ラ
ゥ
ド
は
極* 

货
幣
の
數
量
が
刺
子
步
旮

U

影

：響

：を

興

ふ

る

Z

沁
あ
る 

を
主
張
せ
り
。
氏
は
茈
大
著

『

經
濟
哲
理』

に
於
て
先 

づ
ス
ミ
ス
並
に
ヒ
ユ
ー
ム
の
喂
へ
た
る
貨
幣
說
の
誤
雛 

VJ

矛
盾
V
Jfe
'
指
摘
せ
る
後(

tt
、
一)

流
通
货
幣
の
膨
脹

の
興
ふ
る
影
響
亿
就
ぎ
て
き&
て
日
く(

註
、
ニ) 

■ 
『

貨
幣
の
数
量
妒
增
前
せ
し
際
に
は
郛
增
加
额
が
ニ 

個
の
異
れ
る
目
的
に
使
用
せ
ら
る
、
こS
あ
b

o
一
 

は
貨
物
0*
購
質
に
し
て
、
他
は
有
惯
證
券¥

0*
5

の 

膦
入
なb

v
j

す
。
若
し
貨
幣
增
加
额
が
.全
部
貨
物
の■
 

購
入
^
用
；

S

ら
れ
、
M
か
も
貨
物
の
供
給
が
同
比
例 

U

塯
加
せ
ず
^
ぜ
ば
、
其
'唯
一
の
結
果
は
物
條
を

一 

般
:̂

騰
實
せ
し
；犯
る
に
在
：
b

T
、
.
刺
子
步
合
ば
何
等 

の
變
勸
を
蒙
ら
ざ
る
可1>
。
さ
れ
ど
若
し
货
幣
の
膨 

服
■
が
全
部
有
僧
證
券
の
騰
入
に
刺
用
せ
ら
る
、
ミ 

せ
ば
、
有
優
證
券
の
價
袼
は
必
然
的
に
騰
貴
す
可
し
。 

換
言
す
れ
ば
.、
利
子
渉
合
は
卞
落
す
る
に3>
る
可
し
。

而
し
で
、
.背
し
貨
髂
壞
加
額
の
一
部
は
®
物
の
鱗 

買
に
充
て
&
れ
、
.
へ
龈
は
有
歡
證
券
の
赌
人
に
用
ひ 

ら
れ
./2
b
と
せ
：ぼ
、
貨
物
麻
に
.有
價
靜
券
兩
考
の
惯 

格
が
騰
贲
す
可
き
は
勿
論
な
り
ミ
す
。
唯
其
際
に
於 

け
る
谷
如
の
膨
貴
率
は
貨
幣
®
加
额
が
全
部
其
物
の 

®

S

R使
用
ざ
れ
し
際
に
於
け
る
騰
赀
痒
に
及
ば
ざ.
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| if

消
十
ー
怨
，(

盖

5

雜

錄
 

る
の
差
>̂
-
る
の
'み』

？

.°

.

:

..

.

山
枭
舰
之
、
•
マ
ク
ラ
ゥ
ド
は
貨
幣
增
加
の
結
架
を
ば 

其
咐
加
额
の
使
用
の
如
何
に
依6

て
之
を
區
別
し
、
泞 

し
其
%

加
额
が
貨
物
の
購
買
に
全
部
德
用
せ
ら
るV

ヾ

」 

せ
ば
、
物
惯
は
騰
貴
ず
る
も
、
利
子
渉
合
は
何
等
‘の
影 

響
を
蒙
ら
ず
>
 

载
し
又
其
全
部
が
有
價
證
券
の» ;
.ん
に
，
 

充
て
.
ら
る
、
と
せ
.
ばr

 

1物
價
は
何
等
の
變
動
を
受
け
ぎ 

る
も
、
利
子
步
合
は
低
落
す
る
も
の
なP

ど
論
#

6

0

、
 

マ

氏

が

如

何

.
^
此

貨

靜

對

物

價

並

ば

利

子

の

關

係

を

力
 

■

せ
ん
.
と
せ
る
か
は
氏
が
雨
.關
係
を
以
て
經
濟
學
の
大 

原
則
の
ニ
例
なb
 

e

斷
言
せ
し
を
以
て
も
知
を
得
る
、ふ 

心
。
_

三
> 

マ
氏
は
吏
に
金
が
國̂

忙
流
入
せ
し
際. 

R -

於
け
る
影
響
ゼ
論
：じ9
H

く
、
金
は
常
ヒ
銀
行
に
集 

咿
せ
ら
る
、
も
の
な
る
が
、
銀
行
の
業
務
は
手
形
を
割 

引
す
る
^

在
る
を
以
て
、
此
金
办
新
佻
給
を
刺
用
す
る 

爲
め
^

手
形
割
引
の
增
加
を
圖
る
に
至
る
可
し
。
而
か
. 

も
手
形
の
割
引
を
增
加
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
勢
ひ
割
引
步 

合
を
引
下
げ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
而
し
て
割
引
步
合
眩
舊

刹
子
論
上
に
於
け
る
货
幣
敷
賢
説

-
 

第
四
號 

一
二
、

せ
ば
、
企
業
®
ん
ど
な
り
、
企
象
胚
雛
と
な
ら
ば
、
資 

本
は
W
加
す
可
き
に
依
6
、
物
憤
は
騰
赀
せ
3T
る
な
6 

o 

然
b
雖
も
、
货
幣
の
擻
贤
に
し
て
益
冷
增
加
し
て
北
ま.
 

ざ
れ
ば
、.
企
業
办
膨
脹
、は
遂S,

其
極
點
に
達
し
、
貨
幣 

が

其

上

膨

脹

す

る

も

企

業

は

*:
堪

何

等

の

刺

戟

を

蒙

ら 

.
,
ず
物
價
は
爲
め
に
臘
贲
す
ふ
に
至
：ら
ん
。
.'
.事
新
し
玆
に
. 

至
ら
ば
利
子
步
合
は：

再
び
從
前
0
率
に
戾
る
に
至
.る
.

可 

し
と
。
.

(

註
、S)

.

斯
ぐ
の
如
く
、

マ
ク
ラt
ド
は
貨
幣
の
#
加
が
利
子 

步
合
に
及
ぼ
す
影
響
を
論
ず
る
際
に
、
常
に
其
猾
加
が 

|

同
時
に
物
價£:

與
ふ
る
：影
響
^

#
察
し
て
、
兩
影
響
の 

相
互
的
關
係
に
論
及
せ
る
も
、
‘
，上
文
に
#
用
せ
る
マ
い
氏 

\
o

r

mに
據
れ
ば
、
氏
が
刺
子
步
合
に
對
す
る
貨
幣
數‘
 

量

の

影

響

.を

認

め

た

る

は

明

か

な

ち

マ

氏

の

說

は

勿
 

論
大
體
に
於
て
予
の
疋
確
なb
と
信
.ず
る
所
な
b

cr
す 

唯
、
伃
細
に
之
を
鼓
考
ず
る£

、j 

ニ
の
*
見
を
交
へ 

/e
る
;r
あ
る
.
.
^
-
&
憾
と
.
る̂
の
み
。
列
へ..d'
1

マ
'
.
'
^
次 

.

貨
幣
の
前
加
.せ
る
爲
め
劍
引
步
合
低
落
し
、
剡
引
步
合

低
落
せ
ば
、
士
業
胚
盛
ビ
な
り
、
企
業
眩
盛

VJ

な
ら
ば
、 

資
本
は
增
加
す
可
け
れ
ば
、
物
惯
は
騰
貴
す
る
こ
と
な 

し
ビ
論
ず
れ
ざ
、
果
し
て
然
る
哉
。
企
業
が
盛
ん
な
る 

と

同

時

に

貨

物

の

生

產

が

：橄

_
せ

ば

、
‘
，
物

優

は

騰

貴

せ 

ざ
る
は
勿
論
、
或
は
却...
つ
て
下
*
す
る
こV

J

あ

る

可

けj 

れ

ど

も

、
貨

物

の

生

産

に

は

多

少

の

時
！：：！

を
®
す

る

もj 

の
に
し
て
、
企
業
盛
ん
と
な
れ
ば
、
企
業
に
用
ゆ
る
所

\ 

謂
生
產
財
が
夫
れ
に
對
す
る
*
用
の
膨
脹
せ
る
結
果
と
一 

し
て
騰
貴
す
可
き
.ば
自
然
の
敷
な
ら
^
や
。,
又
、i

方

\ 

に
於
て
は
勞
カ
の
醫
用
增
加
せ
る
爲
め
に
勞
働
潘
の
收

j 

入
墙
加
し
、
勞
働
潢
階
級.の
消
«
す
る
貨
物
の
参
價
も 

亦
騰
貴
す
る
に
至
ら
ず
や
。

マ
氏
は
又
企
業
を
刺
戟
す 

る
原
.因
は
刺
子
步
合
の
下
落
の
み
に
非
ず
し
て
、
物

偾

I 

騰
貴
が
利
子
步
合
の
下
落
以
上
に
企
業
办
膨
脹
を
伲
進 

す
る
も
以
な
る
こ
と
お
看
過
せ
る.域
如
し
0
を
は
兎
も 

あ
れ
、
吾
人
は
衆
だ
マ
ク
ラ
ゥ
ド
の.所
說
を
以
て
實
幣 

對
利
子
步
合
の
關
係
を
充
分
に
则
明
せ
る
も
の
な
う
ビ

往
'一
、H

e
n
r
y
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h
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e
d
i
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i
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n

 

(
I
S

7
5
V
V
o
l
.
I
I
,

 

p
p
.

009
-
9
0
.

 

•

■
>Ibid., p

.

00
4
-
7
.

餘
三
、Ibid,, 

p
.009
,

註
四
、Ibid., 

?
00
7
-
s
.

第
二
.款
ク
ラ
ィ
ン
べ
-
"タ
f
の
說 

經
濟
學
者
の
中
に
は
マ
ク
ラ.ゥ

ド
©.
如

く

非

貨

幣

說 

を
駁
擊
t;
.6:
翁
泠
.に
.成
あ
&
ね
ど7

P
、

刹
子
步
合
に
及 

ぼ
す
貨
幣
數
量
の
影
響
を
明
白‘に
認
め
た
る
^
あ
b
。

ク
ラ
ィ
ソ
ベ
ヒ
タ|
ゆ
*

«
の
«

^

ま

支

持

者

の

一

入

な

\

抝
日
く
藤
ノ

■『

貨
幣
貨
傲
の
利
ぞ
は
槪
し
て
貨
幣
の
需
給
關
係
に 

依
り
て
定
ま
.る
も
.の
な
b VJ

云
ふ
こ
€

を
得
る
な
& 

Hr
ち
國
內
に
於
け
る
融
通
資
金.の
供
給
多
け
れ
ば
、 

利
子
步
合
ば
^
落
ず
る
の
傾
向
を
有
し
，
其
供
紀
少 

な
け
れ
ば
、
反
對
の
結
果
を
呈
す
る
も
の
な̂V VJ

す
0 

又
、
融
通
資
金
需
用
の
大
小
は
典
資
金
の
利
招
ょ̂ 

、
生
ず
る
利
潤
办
如
何
め
依
&
て
定
嗦
る
も
の
に
し
て

笫
拙
號
'.
:
'.
.
.
1
|
1
丸
'
:

i,
.む
.る
^」

と
能
は
ざ
る
?r
&
«
V
Jす
。
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子
論
上
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：終
け
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货
糌
數
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訧
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第
西
號

1

三
〇

其
®
用
多
け
れ
ば
、
金
利
は
高
く
、
其
需
用
少
な
け

れ
ぼ
、
低
く
定
ぁ
る
も
の
な6
Jと
。
.

ク
氏
の
說
ぐ
所
は
傭
に̂

て

要

^

盡

せ

れ

と

云

ふ

可 

し
。
而
か
も
、
氏
の
所
論
は
非
貨
盤
說
を
反
駁
す
る
爲 

め
に
試
み
ら
れ
し
も
の
な
ら

h
る
が
故
に 
>
必
ず
し
も 

貨
條
說
を
職
極
的
に
支
持
す
る
も
の
な6
ぐ
し
看
做
す > 
し 

と
を
得
す
。
五
つ
氏
ば
貨
幣
流
通
额
が
膨
脈
せ
し
際
に 

於
け
る
利
子
步
合
の
高
低
に
論
及
せ
ざ
る
を
以
て
、
氏 

の
說
述
せ
る
所
を
以
て
は
貨
幣
流
通
额
其
物S
利
子
步 

4
2
V
J

0 -
間
に
於
け
る
關
係
を
刚
明
る
る
こ
^
を
得
ざ
る 

の
慽
ぁ
b
o

0

 

P
r
i
e
d
r
i
c
h

 

K
l
e
i
a
w

pic
h
t
e
r
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L
e
h
r
b
u
d
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d
e
r

 

N
a
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o
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n
i
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第二

一

款デブン。
ホ

-̂
の
說

企
業
經
濟
の
硏
究
を
以
て
細S
る
、
米
國
ミ
ブ
？
 

大
學
敎
授
デ
ブ
ン
ポ
ー
ト
氏
は
其
著

『

企
業
經
濟
學』

に 

於
で
利
子
の
本
質
を
說
明
し
て
！！
1く
、(

註

-_
:

)

.

『

普
通
に
行
は
る
>貨
借
の
形
式
は
眾
に
平の
現
金

所
有
高
を
減
少
し
て
乙
の所
有
高
は
之
を
加
ふ
る
に 

在

:

:
而
し
て
利
子
は
翌
日
、
翌
月
又
は
翌
年 

ょ
ト
は
寧
ろ
4
日
,
栌
乙
に
購
舅
カ(

貨
幣
又
^
貨
_ 

幣
の
代
用
物
：

r

を
利
用
す
る
の
權
刺
を
與
へ
た
る
に 

對
し
て
乙
が
取
に
支
撕
ふ
報
償
に
外
な
ら
す
。
斯
く 

の
如
く
乙
が
購
買
嫌
を
借
用
す
る
は
器
械
、

〈

器
具
、 

營
業
特
許
權
叉
&
專
賣
腺
許
權
を
購
入
若
し
く
は
賃 

借
す
る
炉
、
或
は
：製
造0.
‘原
料
を
買
入
れ
る
か、

_
 

は
投
雪
業
の
賢
金
を
調
達
す
る
爲
め
か
、
或
は
長.
 

期
間
の
使
用
^
堪
ゆ
る
享
樂
胁
を
求
む
る
か
、
或
は 

又

I

囘
の
利
用
に
依
り
て
消
滅
す
る
享
樂
财
を
購
入 

す
る
か
、
若
し
く
は
滿
期
ど
な
れ
る
偾
務
5?
'

決
濟
せ 

ん
ヵ
爲
め
.な
ぅ
と
す
。』

：
.

多
數
經
濟
學
者
が
倚
ほ
今
日
^
於
て
も
利
子
を
ば
生 

產
資
本
に

對
し
て

支
挪
は
る
.A

も
の
な
り
ヾ
し
看
#
せ
る 

it
、
デ
フ
ン
ホ
ー
ト
氏
が
上
文
に
示
せ
る

が
* 1
く
^

子 

を
ば
貨
幣
又
は
貨
幣
の
代
用
物
の
使
用
に
對
し
て
支
拂 

は
.る

>報
償
な
ク

ビ

論
：せ
.る
は
聊
か
吾
人
の
意
す
?r

强

ふ
る
に
足
る
。
氏
は
既
に
斯
く
'の
如
く
刺
子
の
本
質
論 

に
於
て
貨
胳
說
に
傾
け
る
を
以
て
利
子
步
合
論
に
於
て 

も
貨
幣
說
に
«
|&
せ

る

見

地

忙

立

つ

可

き

は

理

の

當

然 

‘な
り
。
氏
は
一
定
の
.時
及
が
一
定
の
事
情
の
下
に
於
け 

る
融
通
資
金
の
供
給
並
に
利
子
步
合
は
寧
ろ
餵
行
業
に 

關
W
せ

るj

IH
J

m
な
ぅ>/J

の
#
見
を
^
す
る
も
の
^
る
' j 

が(

註
、
ニ)

利
子
步
合
の
高
低
を
論
中
る
に
當b
て

此I 

立
脚
地
ょ
り
し
て
推
斷
し
てBI
く
、(

註
、
三y

。
 

_ 

『

銀
行
が
其
顧
客
の
便
宜
を
圖
り
て
通
貨

(

貨
幣
又 

は
信
用)

'を潤
：#

に

爲

し

ク
>
あ
る
と
き
に
は
、
金
融 

緩
漫
、
融
通
資
金
®
富
に
し
て
、
物
價
は
旣
忙
騰
貴 

し

つ

、

あ

る

か
«
し
ぐ
は
繼
て
騰
貴
ず
可.し
。
さ
れ 

ど
、
银
行
が
貨
漉
り
つ
、
あ
る
際
代
は
、
鈒

行

の

供

\ 

給
す
る
通
货(

货
粮
又
は
信
用)

並

にi

般
の
交
換 

恶
具
の
缺
乏
の
爲
め
仁
利
子
步
合
は
騰
貴
す
。

』

足
れ
純
然
た
る
货
幣
說
に
あ
ら
ね
ど
も"
貨
幣
の
供 

給
が
.
利

子

沙

合

に

一

大

影

^
を
及
ぼ
す
Z
ヾ

」

あ
る
を
a 

め
犮
る
も
の
に
#
ず
し
て
何
、ぞ
。
唯
、
吾
人
は
デ
氏
が•

赏

幣

其

修

.
の
み

が
增
減
ぜ
る

降

に

刺

子

步

合

が

_

何

な 

る
變
動
を
蒙
る
可&

か
を
明

確

に詳
論
せ
ざ
り
し
を
慽

2レ 
^
9 

0

":
!
•
一、Herbert 

Joseph 

Davenport 

; 

T
b
e

 

£^onomics 

o
f 

Enterprise, 

1
9
M 3
,' p.. 556,

It

ニ、Ibid., p. 350.

®
一一.
、
. 

I
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r
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第
H

節
.

W

寧

說
 

貨
翁
の
數
量

ヾ

」

利
子
步
合
と
の
關
係
にS?
.

き
T

J
f̂
 

幣
m

u

偏
せ
t'

又
貨
幣
說
に
も
私
せ
す
し
て
此
較
的e
 

雄
の
說
を
懷
け
る
者®

な
か
ら
^

。

錄

に

吾

人

の
|?
介
 

し
且
つ
批
評
せ
ん
ヒ
欲
ず
る
は
カ
ン
チ
ョ
ン
、
ベ
ジ
ォ
ト
、
'

ク
ォ
ー

力
J
、
テ
ユI
n 

I 

A
V 二
コ
ル
ソ
ン

、ノ
ド

レ

イ

、

セ
リ
ダ
マ
ン
、ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ジ

I

ド
等
の
折
衷
説
な&

と
す
。

第
一
’款
，
力
'ン
チnr

ン
の
.說
.

リ
ッ
チ
ャ

ー

ド

。
カ

ン

チ

m

ン
は
十
八
世
紀
初
半
に
於
て

■
.

暴

議

■

■

英
画
■

一
る._

其
_

節
十
一
.倍

(

■

九〕

‘

縦

錄

利
子
論
，上
に
-於
け
ん
幕
數
量
就 

譲
號
ニ
ニ
一



讲
ご
し
て
刊
行
せ
ら
れ
し

『

商
業
論』

ビ
遛
す
るj

般
經 

濟
ff
i
理
に
®]
す
る
有
名
な
る
著
述
に
於
て
、
金
利
騰
落 

の
旅
因
を
說
述
す
る
：爲
め
に

I

章
を
割
き
、
貨
幣
の
數 

量
と
利
子
.步
合
e
の
關
係
に
論
及
せ
ぅ
。
'氏
日
く (

註)

『

一
國
內
に
於
け
る
貨
幣
の
數
量
增
加
せ
ば
、
金
餞 

の
借
入
容
易
<£
な
る
が
故
に
、
利
子
步
合
は
低
落
す

j 

る
も
の
な
6
と

は

商

業

^

關

す

る

意

見

を

發

表

せ

し

ニ 

者
が
悉
く
容
認
せ
な
通
說
な
り
と
雖
も
、
此
見
解
は 

必
ず
し
も
常
^
事
の
眞
想
を
俾
ふ
る
も
のR
非
ず
。 

其
の
然
る
所
以
を
知
ら
ん

w

欲
せ
ば
、
千
七
：西
一
}十 

年
巾
英
國
の
貨
漱
は
殆
ん
ぞ

」

悉
く
偷
敦
に
集
中
さ
れ 

た
る
.の
み
な
ら
ず
、.手
形
の
振
出
拜
額
に
達
し
て
貨

j 

ff
の
流
通
を
異
常
^
促
進
せ
る
の
事
實
を
記
憶
す
る
一 

を
要
す
な
の
み
。
如
何
な
れ
ば
、
貨
幣
並
に
竽
形
の

| 

流
通
が
其
際
激
增
せ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
夫
れ
迄
五 

分
文
は
其
以
下
な
b

t
刺
子
涉
合
を
低
落
せ
し
め
ず 

し
て
、
却
つ
で
蔸
剡
又
は
六
割
に
暴
騰
せ
し
め
た
る 

を
以
て
な
6
。
：
：
藍
し
斯
く
の
如
ぐ
利
子
の
騰
貴

融
通
I

求
.め
た
：る
が
爲
め.な
b

。

.

若
し
貨
幣
の
膨
腸
が
資
金
^
供
給
者
を
通
じ
て
起 

.
り
た
る
現
象
な̂

^

せ
ば
、
資
金
の
：供
給
は
自
ら
增 

加
す
可
ぎ
.に由'&、利
子
步
合
は
從
つ
て
低
落
す
可
丨 

.
し
。
§

れ
ど
ク
若
し
流
通
貨
幣
の
增
加
が
消«

者
；階
.
.
_

&

の
，貨
幣
所
有
r.

の
.膨
服
ょ
6

來
れ
る
も
の
な̂

V
V
J

 

せ
ば
、
全
く
正
：反
謝.
の
結
果
を
生
ず
る
な
ら
ん
。
蓋 

し
消
費
の
增
進
は
企
業
の
櫥
張
を
促
が
し
、
企
業
の 

«

張
は
資
金
：の
需
用
を
膨
脹
せ
し
む
可
き
に
由
り
、 

利
子
步
.合
は
昂
騰
す
る
に
至
る
を
以
て
な
ト

』

と
。

即
ち
'力
.ン
チ
ヨ
ン
■.は
利
子
步
合
に
及
ぼ
す
通
貨
伸
縮 

の
影
響
を
認
め
た
.る
も
、
氏
の
說
把
據
れ
ば
、
貨
幣
の 

膨
脹
は
常
に
必
ず
も
刺
子
步
合
の
低
落
を
來
た
ざ
る
な 

P

O

カ
ン
チ
ョ
ン
ほ
通
貨
臌
臟
をtf( 

一 

-

}

M

0
供
給 

潜
の
所
有
金
額
の
增
加
よ
う
生
せ
し
も
の
と

(

.一
一)

消
®

：l!
，；!

則

'p

第
十
5

 

(

2

ハ0〕

'M
錄

刹
子
諭
上
に
於
竹
ふ̂
幣
敬
敷
說 

辩

四
號
.：
一三..ニ.

せ
'.し
^

^

^

が̂
：

_
!
£

經
營
»
難

の

出

資

者

と

爲
&
 

多

额

：
の

配

當

奮
#

て
^
記

高

率0 :
:利

乎

を

容

易

忙

支 

_

ふ
乙
ビ

を

镩

る

を

豫

期

し
'!
:

、

株

券

購

入

資

金

の

. 

祭

k!

I；]
k

I
I
t
h

I
Ib
1
I

I
I
1
I

I
I
I
1

i

I

階
級
の
貨
幣
所
有
高
の
增
加.ょ

&

起
り
し
も
の
と
の
一
一 

■
に
區
別
し
、
第1

の
假
定
の
卞
に
は
刺
子
步
合
は
下 

落
す
可
き
も
？
第
二
の
場
合
に
は
金.利
は
#
つ
て
騰
貴
、
 

す
る
i
の
あ
り
と
論
f

银
行
並
に
H

の
貨 

幣
保
有
額
が
增
加
せ
る
際
に
、
刺
子
步
合
が

'
f

持
下
落 

す
る
の
傾
向
を
有
す
可
き
は
为
ン
チヨ
ン
の
所
論
の
如 

し
J

れ
ど
、
利
子
步
合
の
下
雜
は.資
金
の
®
借
を
刺 

戟
し
、
資
金
貸
付
の
增
加
は
物
價0
騰
貴
を
.促
迤
し
、 

物
愦
騰
貴
は
企
業
の
鑛
脹
を
誘
致
し
、
企

業-0
擴
張
は 

資
金
需
用
の
膨
脹
を
伴.ひ
1

資
金
®
用
の
增
進
は
刹
チ
. 

步
合
&
騰
貴
を
&
す
傾
向
を
有
す
可
き
：を
以
て
ヽ
資
金 

供
給

?̂.の
貨
幣
保
有
高
の
膨
脹
が
利
子
步
合
を
低
落
せ 

し
ひ
る
は
單
に
一
時
的
の̂

^
た
る
に
业
咬
る
も
の1 

し
て
、
永
久
に
金
利
を
低
下
せ
し
む
る
？
-と
な
&
を
«
 

憶
.せざる

_可
'か
ら
す
。

論
潘
或
は
カ
ン
チ
ヨ
ン
の
猎
摘
せ
ん

V
J

锬
せ
る
は
貨 

赂
咐
伽
の
一
時
的
影
響
に
外
な
ら
ず
し
て
、
第
二
次
的 

の
結
®

に
論
及
せ
る
に
は
非
すW

辯
じ
て
.

力■
ン
f
ョ
、，ン

の
說
を
支
#
せ
.ん
と
試
み
る
や
も
测
ぅ
知
る
可
か
ら
ざ 

れ

ど

も

、

若

し

果

し

て

然

ら

ば

、

力
氏
ば
第
一
一
の
假
定 

の
卞
に
於
て
も
通
貨
膨
脹
の
第
一
次
的
結
裉
の
み
.を
猎 

摘
す
可
か

6

し
に
、事
實
は
然
ら
ざ
る
を
衆
何
せ
ん
。 

同
跃
の
說
：に
據
れ
ば
、
涫
缎
者
階
級
の
手
中
に
花
る
货 

幣
に
し
孓
增
加
せ
ば
、
貨
物
：の
消
费
膨
脹
し
、
貨
物
の 

消
費
膨
腺
せ
ば
、’
企
業
眩
© 
く
な
6
資

金

の

.
®
用

增

加 

す
可
き
^
依
レ
、
刺
子
漱
合
»
騰
貴
‘す
可
し
と
。
消
费 

者
階
級
の
«
貨
保
有
額
が
：.增
加
せ
し
際
.に
、
利
子
步
伶 

が
：結

铸
/»
貴
す
る
.こ
：->
:
あ

る

は

カ

：
シ

>-
ョ

シ

の

所

說

の 

如
じ
。'
§•れ
ざ
、
此
魂
象
は
資
幣
增
加
の.第
二
次
的
影
' 

響
に
し
-c
決
し
v
‘
«

»の
增
如
す
る
や
否
，や
直
ち
に
發 

生
ず
る
も
の
に
弗
ず
。
消
費
者
階
級
の
貨
幣
所
有
高
が 

力
，
ン
テ
ョ
ン
の
假
定
せ
し
如
く
培
加
せ
る
際
に
於
け
る 

第
一
次
的
影
^
は
刺
子
步
合
の
騰
货
に
非
ず
し
て
寧
ろ 

下
落
な
ぅ
。
如
何
マ

」

な
れ
ば
、
金
錢
の
借
用
者
は
常
に 

必
ず
し
も
企
業
家
の
み
に
非
ず
し
て
、
カ
ン
チ
ョ
ン
の 

rr
i
i消
费
赉
呰
級
に
屬
す
る
潘
マ

」

0

i

往
々
多
额
の
金

镇十

.
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饿
十一
卷

£

六
ニ)

雜

錄

利
子
論
上
に
於
け
る
货
幣
數
^
說 

'第

四

號

ニ

ニ

四

員

を

借

入

る

、

こ

V
J

あ
る
を
以
て
、
若
し
消
费
者
階
級
、
 

の
全
部
の
貨
幣
所
有
類
が
增
加
せ
ば
、
此
階
«
內
は
於

- 

け
る
金
餞
借
用
者
減
少
し
、
資
金
の
 

一
«

«
用
は
自
& 

夫
れ
丈
け
收
縮
す
る
の
結
果
を
呈
す
可
け
れ
ば
な
り
。

要
す
る
^
、
力
ン
チ
ョ
.ン
.は
金
利
に
.及
ぼ
す
通
貨
伸 

縮
.の
影
響
を
認
め
、
利
子
步
合
を
貨
幣
と
の
關
係
に
就

j

き
て
旣
に
ス
三
ス
以
前
に
於
て
ス
ミ
ス
並
にヒ

ユ

ー

ム 

に
.優
り
た
る
1,
«?
を
^
せ
し
も
の
な
る
.ヵ
.、
ff
i

yl
.憾
.と
一
. 

す
可
き
は
カ
ン
チ
ョ
ン
が
貨
幣
膨
脹
の
第

1,
次
的
影
響 

ビ
獠
ニ
次
的
影
響
ビ
の
區
別
を
立
つ
る
こ
と
を
：思
却
し
一 

此
兩
者
を
混
同
せ
る
のI

事
に
存
せ
b

o
カ
ン
チ
ョ
ン 

は
多
數
經
濟
學
潘
ビ
異
な&
經
濟
界
の
實
情
に
a
曉
せ 

し
を
以
て
、
求
だ
經
濟
學
が
組
織
的
に
硏
究
せ
ら
れ
ざ

\ 

ぅ
し
時
代
な
.
-

v

し
に
も
拘
ら
ず
、
其
洞
察
力
の
甚
だ
凡

\ 

な
ら
ざ
り
し
も
の
あ
り
。
カ
ン
チ
ヨ
シ
に
し
て
*
し
一 

步
を
進
め
て
吾
人
の̂

^
を
考
究
せ
し
な
ら
ば
、
其
以 

後
今
日
に
至
る
迄
の
幾
多
無
益
の
論
爭
を
豫
防
す̂

 ̂

得
た
b
し
な
ら
ん
。
惜
む
可
き
哉
。

討
、
..

.Richardoantilloli : Essai sur

u_
I
a
.
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nattlre

puu... commerce 

s
'
^
n
rv
a
l
, 
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' 

，第1
1
款

.

.パ
ジ
ォ
ト
の
說■:: 

'

.
金
融
の
硏
究
著
と
し
て
其
名
東
西
に
鳴
る

\

ジ
：ォ
ト 

氏
は
其
著『

ロ
ン
バ
I
ド
街』

に
.於
て
利
子
步
合
が
通 

貨
の
膨
脹
の
結
»
と
し
て
低
落
す
る
ぢ
、
乙
.は—-
*
時
的 

の
現
象
^
る
に
止
ま
る
の
な
6
ビ
論
断
せ
6 0

如
何 

t

れ
ば
，、
假
り
K
紙
幣
發
行
權
を
獨
占
せ
る
餵S

 

紙
幣
を
增
發
せ
5 V」

せ
ん
か
、
物
價
は
騰
貴
す
可
き
に 

依
り(

f )

各
商
人
は
以
前
ょ
6
も
取
引
に
多
く
の
資
金 

を
耍
す
る
結
果E

て
、
貸
付
の
要
求
if
加
し
、(

ニ) 

有
價
證
券
の
騰
實
に：

依
：り
て
偾
務
者
の
借
财
能
力
增
進 

す
る
が
/&
に
、
此
點
ょ
&
し
て
も
資
金
の
*
用
膨
脹
し
、 

從
つ
て
利
子
步
合
は
再
び
昂
騰
す
る
に
茧
る
の
み
な
ら 

ず
、
內
國
に
於
け
る
物
價
騰
貴
は
貨
物
の
輸
入
を
刺
戟 

し
、
輸
入
の
增
加
は
茈
貨
の
流
出
をfi
t
し
、
芷
貨
の
流 

出
は
鈒
行
を
し
て
利
子
步
合
を
引
上
げ
し
む
る
に
至
る 

可
け
れ
ぱ
な
ぅ
ど
。

(
註
、
一)

が、

物
價
騰
潰
せ
ば
、
結
局> 
ジ

ォ
ト
氏
の
論
斷
せ
る 

如
く
、
利
子
步
合
も
賴
騰
す
る
の
倾
向
を
有
す
る
も
の 

な
ぅ
。
然
b
y
v雖
も
、
を
は
谷
商
人
が
取
引
に
從
前
ょ 

b
も
多
額
の
資
金
を
耍
す
る
か
、
又
は
其
所
有
に
係
る 

有
價
證
券
の
市
價
騰
貴
せ
し
が
爲
め
に
其
借
財
能
力
の 

增
加
せ
し
結
果
と
し
て
银
行
に
貨
付
を
請
求
す
る
者
增 

加
せ
し
に
因
づ
く
も
の
に
非
ず
し
て
、
物
®
騰
貴
せ
ば 

企
業
の
利
潤
增
加
し
、
企
業
の
利
潤
の
增
進
は
企
業
を 

刺
戟
し
、
企
業
の
膨
脹
は
資
金
の
需
用
を
增
大
し
、
資 

金
需
用
の
增
加
は
遂
に
刺
子
步
合
を
騰
貴
せ
し
む
る
の 

結
染
を
呈
す
る
が
故
な
り
ビ
す
。

纯、W
a
l
t
e
r

bjagehot ; Lonlbal.d Street, 

5 th ed., 

1
8
8
2, -pp.

第
三
款
.ク
力
ー
の
難 

米
國
に
於
け
る
最
初
の
經
濟
學
者
の.

I

人
に
し
て
、 

同
國
の
經
濟
學
を
ば
英
國
正
統-»
の
龌
絆
ょ
り
脫
し
.め 

て
之
を
獨
立
の
地
位
にa
く
の
氣
诬
を
促
進
す
る
上
に 

多
大
の
質
獻
を
爲
し
た
る
フ.ラ
ン
シ
ス
，■工
ー
。
ク
"ォ
1

ヵ
ー
氏
は
.其
著『

貨
幣
論』

に
於
て
«

«^
と
刹
子

少
合
ヾ
し 

の
關
係
に
就
き
て 

一
»

の
折
敦
的
議
論
を
1 K

み
fr
P

 

氏
の
所
輪
の
梗
概
は
*

の
免
し
。(

能)

實
際
に
貸
借
せ
ら
る
、
も
の
は
資
本
に
し
て
货
幣 

.

に
非
す
。
蓋
し
資
本
は
何
物
か
を
生
產
す
れ
ど
も
、 

貨
幣
は
一
物
だ
％
生
む
こ
ヾ

」

な
け
れ
ば
な
b
'o
是
れ 

を
以
て
觀
て
も
、
貨
！E

の
供
給
を
增
加
す
れ
ば
利
子 

步
合
を
永
久
に
te
if
せ
し
む
る,」

ビ
を
#
可
しy

j

の 

意
見
の
誤
れ
る
を
知
る
に
足
ら
ん
か
。
喪
す
る
に
、 

刹
子
步
合
の
高
低
は
資
本
を
有
利
に
運
轉
す
る
機
會 

の
有
無
大
小
に
比
し
て
生
産
資
本
の
供
給
が
多
き
か 

.

少
S
か
に
依
ぅV

定
ま
る
も
の
な
り
.？
す
、

利
子
步
合
の
屯
均
率
は
斯
彳
の
如
く
資
本
の«

<« 

と
供
給V 」

に
依
り
.て
定
ま
る
も
の
な
ぅ
ど
雖
も
、
利 

子
步
合
樣
時
ピ
し
て
は
數
日
間
、
'數
過
間
否
な
數
ヶ 

月
間
忙
亘
り
て
通
貨
の
#
縮
の
爲
め
に
ニ
時
的
の
變 

動
を
蒙
る
乙
と
あ
b
。
而
し
て
此
現
象
は
貨
幣
かヽ 

(

一
 

<以
權
潘
と
偾
務
*
ビ
の
間
に
於
て
資
本
を
移
轉

m

十
，

〗

卷 

' (

美

三

〕

雑

錄

利
子
論
上
.1
:

於
け
4
货
精
數
量
說

笫
四
號

1
H
M
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_み
r
£
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j
i
I
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§
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鄉
i

#

S

六
四)

/

雜
錄
利
子
論
上
に
於
け
る
货
幣
數
敖
說

’ 

第
四
猫
ニ

.
す
る
のI
手
段
と
し
用
ひ
.ら
る
、
の
み
な
ら
^(

ニ) 

债

務

決

濟

の

，要

具

と

し

て

銜

一

層

廣

く

利

用

せ

ら

る 

y

の
^
情
に
起
因
す
る
も
の
な
ぅ
ビ
す
。

即
ち
ク
f

力

ー

の

說

：に

據

れ

ば

、
利

子

步

合

は

、
.
根 

本
的
R
之
を
諭
ず
れ
ば
、
資

本(

器
械
、
原
料
等
の
生 

產
财)

の
生
產
カ
ビ
其
供
給e
,の
間
に
於
け
る
數
蹵
的 

B
係
^
依
b
て
定
ま
る
も
の
な
る
が
、j

睁
A
に
之
を 

觀
察
す
れ
ば
、
貨
幣
の
流
通
额
に
依
ぅ
て
變
動
を
蒙
る 

こ
^
あ
b

w

oさ
れ
ど
、
ゥ
け
ー
力I
の
所
謂
資
本
の
生 

產
力
と
は
果
し
て
何
を
指
す
も
の
な
る
や
。
ゥK
ば
貨 

r
が
一
物
^
も
生
^
せ
ざ
る
に
資
本
は
何
物
か
を
生
，產.
 

す
る
も
の
次
り
ビ
論
す
れ
ど
も
、
器
械
は
夫
れ
自
身
果 

し
て
何
を
か
造
b
得
る
か
。
靴
エ
が
靴
裁
縫
，器
械
と
獸 

皮
と
を
利
用
し
て
靴
を
製
造
す
る
を
得
る
も
、
其
器
贼 

、匕
®
皮VJ

は
谷
自
»
立
に
何
等
の
生
産
力
を
有
す
るR 

非
ず
。
此
等
の
資
本
が
生.產
カ
を
有
す
る
ビ
看
做
さ
る 

、
はj

企
業
家
が
此
所
m
生
産
資
本
を
利
用
し
て
一
宛 

の
牙
泥
を
收
む
る
こ
と5:
得
る
が
故
^
非
ず
^
。
さ
れ

ど
此
意
味
に
於
て
は
貨
傲
も
亦
生
産
力
を有
す
る

も
の 

な
り
ビ
云
は
ざ
る

可
か
ら
ず
。
如
何VJ

な
れ
ば
、
货
幣 

は
夫
れ
_
身

に

於

.
て

は

勿

論

何

物

を

も

1 !

造
す
る
.こ
，
 

な
き
の
.み
な
ら
ず
、
器
械
又
&
旅
料
の如

く
貨
物
の
技 

術
的
生
產
に
も
貢
献
す
る
こ
マ
し
な'»
れ
ど
も
，、

に 

之
を
以
^
商
業
經
營
の
資
金
^
充
つ
れ
ば
、
其
利
用
に 

■依
り
て
若
干
の
利
益
を收
む
る

こ
と
を
得
れ
ば
な
り
。 

要
す
る
に
、.舉

に

.工

業

技

術

的

見

地

ょ

り
之
を
論
ず
れ 

は

货

幣vj

器
械
5
«.
原
^
の
免
$

m
fl
生

*

財

と

は 

同
日
に
論
ず
可
か
ら
ざ
れ
r

も
、
經
濟
上
の
立
脚
地
ょ 

6
之
を
觀
^
ば
、
兩
漭
は
殆
ん
ど
同
一
の
效
用
を
^
す 

る
こ
と

あ

り

。

然
る
に

ク
ォ

I

ヵ
ー
は
此
兩
卷
間
に
#
 

す
る
技
術
上
の
相
違
%

ば
經
濟
上
に
於
け
る
差
異
な
る 

か
の
*
く

看

倣

し

_て

利

子

步

合

に

對

す

る

货

幣

ど

賢

本 

(

生

產

財)
と

の

關

係

を

截

然

硫

別

し

て

論

®

せ

ん

と

せ 

り
。
是
れ
庇
の
論
構
の
徹
滕
せ
ざ
る
理to
の
一
な
ぅ
。

次
に
ク
1

1
力
ー
が
通
：貨
の
#

«

K依
り
て
利
子
步 

合
が
.}時
的
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
あ
る
を
認
め
た
る
次

ぐ マ ハ ，"，”ァ竹

!.
!
i

甚
だ
£1
し
。
さ
れ
r
r反
は
何
故
に
一
a>
を
進
め
て
資
本 

の
生
産
力
に
依
0
て
定
ま
る
®
礎
的
利
子
步
合
ビ
a
貨 

の
供
給
に
：依
>
て
定
ま
る
一
時
⑽

の
金
酬
ヾ

」

の
間
に
存 

す
る
關
係
を
精
密
に
論
述
せ
ざ
り
し
かo

假
b
に
^
氏 

の
主
張
す
る
が
如
く
、
利
子
步
合
は
根
本
：

g.

に

資

本

の\ 

法
產
カ
に
依
り
て
定
ま
る
も
の
な
り
？
す
る
も
、̂
し

\

 

氏
の
認
め
た
る
が
如
く

金
利
が
數
週
又
は
數
ヶ
量
旦 

6
て
貨
幣
の
流
通
额
に
侬
り
て
灰
右
せ
ら
る
、
も
の
な 

V」

せ
ば
ヽ
永
久
的
の
利
子
步
合
ビ

I

時
的
利
子
步
合
一 

と
は
染
し
て
孰
れ
が
重
要
な
る
か
。
假
令
ク
庆
の
利
子 

論
が
.正
鵠
を
得
た
る
說
な
り
と
す
る
も
、
貨
幣
の
流a 

高
は
殆
ん
^
陆
日
變
動
す
る
も
の
な
る
を
以
て
、
日
 々

に
f

る
利
子
步
合
は
常
に
其#:
響
を
藜
る
も
の
，なれ
一 

ば
、
此
一
時
的
利
子
步
合
は
或
は
却
つ
て
永
久
的
の
利 

子
.步
.合
ょ
り
も
金
融
市
場
に
於
て
觉
興
な
る
地
位
を
占
：
 

む
る
や
も
測
り
知
る
可
か
ら
ざ
る
に
非
ず
や
。
恭
し
染 

し
て
然
ら
ば
、
ゥ
氏
は
ー
步
を
進.め
て
利
子
->
|
/
\合マ」

貨 

幣
と
の
關
[«
を 

一
_
層

叽

腺

に

說

述

す

可

か

り

し

な

b
。

是
れ
氏
の
利
子
論
の
徹
底
甘
ざ
る

.

理
曲
の
第
二
な
b
と 

す
。
：

哉

、

F
r
a
n
c
i
s

 

A
.

 

W
a
l
k
e
r

 

: 

M
o
n
e
y
,

 

1
S

8
3
, 

p
p
-

 

9
4
-

容
.

.第

四

款
 ̂

r
コ
1
ム
'の
說 

次

に

吾;^
の

紹

介

せ

ん

ビ

欲

す

る

は

米

國

人

サ

ィ

モ

ン
•

—ユ
ー
.コ
I
ム
氏
の
說
な
&
。

二
ユ
1

コ
1
ム
は
前

世
艇
中
に
於
，け
る
世
界

^
指
の
天
文
學
者
に
し
て、
同 

國
人
な
る

口
丨
ク
ュ
;-
ミ

.
共

に

火

显
0
表
面
に
は
智
識 

の
點
に
於
て
地
鍊
上
に
住
める
人
類
に
饞
る
と

も

劣
る

.
 

所
な
き

動
物
生
存
せ
；
b
と
の
說
を
_
ベ
た
る
が
爲
め
に 

一
般
人
士
忙
某
名
を
知
ら
：る
.。
氏
は
又
颇
る
多
方
®
の
. 

人
に
し
て
、
經
濟
學
は
も
趣
味
を
有
し
、
貨
幣
並
に
其 

他
の
經
濟
間
題
に
關
ず
る
谕
文
女
發
褒
せ
し
が
、
千
八 

西
八
十4

ハ
年
中
一
般
經
濟#
の
^
理
を
_
述
せ
：る
ー0
 

書
を
公
に
f

著
者
が
天
文
學
者
に
しv

經
濟
學
界 

に
籍
を
有
せ
ざ
り
し
が
爲
め
な
，る
か
、
外
國
は
勿
論
米 

國
に
於
て
も
此
著
述
を
繙
く
漭
少
な
ぐ
、

一
一
"
丨
コ
ー

ム
は
經
濟
學
*
と
し
て
は
今
回
殆
ん
ど
全
く
忘
却
せ
ら

-« 

.

.

.

.

第

罷

パ

H

菜

■■
.

•

筇

十

ー

卷

X

五
六
五)

雜

錄
' 

利
子
論
上
に
於
け
ぢ
貨
游
数
赀
說

&

歐
嗤
留
證{
ぼ
較
技
時
I

p

f

l皆！
i
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1

I

'■fl

I

I
I

I

i
I

il

I

I
II
1 ら

m

十

！
卷

ハ

五
5

C

雜

錄

利

：十
諭
上
|:
於
け
る
货
幣
数
»
說

鍩
四
號

れ
た
る
も
の
、
如
く
な
る
も
、
氏
が
一
種
のi

l
s
V
J

し 

て
著
.は
し
が
る
上
S

 

8

ば
*'
濟

原

理

の

蠢

明

快
 

な
る
說
述
'に
於
て
且
：つ
殊
に
貨
幣
並
に
物
憤
に
關
す
る 

m

則
の
»

11
|
]的
硝
资
に
於
て
專
lJ
I3

大
家
の
著
述
の
錄
を 

摩
す
る
の
觀
あ
り
。
此
忘
れ
ら
れ
た
る
好
著
に
於
て
厌 

が
試
み
た
る
貨
幣
對
利
子
步
侖
冏
題
に
關
す
る
研
究
の 

大
要
左
の
如
し
。(

註)

'

利
子
步
合
は
貨
幣
の
■
用
と
供
給
ビ
に
依
ぅ
て
足 

ま
る
も
の
な
り
。
然
6
ビ
雖
も
、
®
幣
の
使
用
に
對 

.

し
て
支
拂
は
る
、
利
子
の
步
合
は
根
本
的
に
云
べ
ば 

貨
幣
^
物
の
效
;«
(̂
依

り

て

定

ま

る

も

の

に

非

^

し 

て
、
貨
幣
を
以
て
購
入
せ&
る
、
生
康
财
が
製
造
家 

に

與

ふ

る

便

益

；の

免

何

，に

依

り

.て
左
右
^
.ら

る

、
も 

の
な
ト
と
す
'0
,

サ
イ
モ
ン
‘
一一ユ
ー
コ
ー
ム
が
利
子
步
合
を
定
む
る
根 

本
的
旅
因
を
生
康
財
の
效
用
に
求
め
る
た
る
は
ク
ォ
ー 

力
ー
が
資
本
の
生
産
力
を
以
て
利
子
步
合
を
說
明
せ
ん 

と
せ
る
に
栩
似
た
6
。
？
れ
ぞ
、
貨
幣
對
利
子
步
合
の

關
係
に
就
き
て
兩
漭
の
論
せ
る
所
は
播
壤
の
楚
ぁ
り̂ 

云
'«
ざ
る
可
か
ら
^

。
即
ち
ク
ォ
I

ガ
1

は
利
子
步
合 

が
一
時
的
に
通
貨
伸
縮
の
燃
響
を
蒙
る
こ
と
あ6
と
說 

令

た

る

に

反

し

、
ニ
ユ
ー
コ

f

ム
.は
日
常
の
利
子
步
合
を 

以
て
通
貨
の
需
給
關
係̂

.依
b
て
足
ま
る
も
の
な
らVJ 

論
J
T
。
此
後
者
の
利
子
論
が
前
溝
の
所
說ょ
り

も

0 

か
に
正
確
な
る
i
は
玆
に
I®
々
す
る
を
須
ひH

•る
所
な 

ぅ
。
假
令
利
子
步
合
が
如
何
な
る
原
阁
に
依
&
て
极
本 

的
に
定
ま
る
も
の
な6
と
す
る
も
、
或

るj

定
の
辟
に 

於

て

は(

信
用
制
度
をj

時
無
視
す
るVJ

せ
ば)

貨
幣 

の
需
用
供
給
に
依
り
て
定
ま
る
は
©
明
の
理
な
り
ど
す 

唯
、
ニ
 

r

コ
!

ム
の
利
子
步
合
論
の
缺
點
ミ
す
可
き 

は
利
子
步
合
に
及
ぼ
す
小
切
手
流
通
の
影
響
を
度
外
視 

せ
る
S
利
子
步
合
決
定
.の
极
本
的
原
因
を
ば
生
產
财
の 

效
用
に
之
を
求
め
ん
と
せ
る
に
存
せ
ぅ
。
蓋
し
貨
昔
は 

常
に
貨
幣
の
み
を
通
じ
て
行
は
る

A

も
の
に
非
ざ
る
ヾ
し 

同
時
に
其
終
局
の
目
的
は
生
產
财
の
購
入
の
み
に
非
ざ 

る
を
以
て
な
办
？

S
i
m
o
n

 

N
e
w
c
o
m
b
.
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五

款
k

コ
ル
ソ
ン
の
說 

.
英
國
經
濟
學
界
の
E
星
一
一
コ
ル
ソ
ン
も
亦
吾
人
の# 

究
^
姆
に
對
し
て
折
裒
的
態
度
を
採
れ
り
。
氏
は
其
著 

『

經
濟
學
槪
論』

に
於
て
利
子
を
別
ち
て
資
本

(

生
産 

W
ノ
^

*
し
て
支
柳
は
る
^
も

の
(£
#1
務
^
»-
の
^
め 

に
&
耍
と
す
る
貨
幣
の
融
通
に
對
し
て
支
拂
は
る
、
も 

の
と
の
二
種
と
な
し
.、
前
潘
即
ち
資
本
の
利
用
に
對
し 

て
支
拂
は
る
、
刺
子
は
長
期
の
契
約
に
し
て
、
後
著H 

ち
貨
幣
の
融
通
に
對
し
て
支
柳
は
、̂|
子

は

^

»

の

良 

的
な
ふ
こ
と
を
指
摘
し
、
.資
本
の
利
子
は
資
本
の
需
用 

と
供
給
ビ
に
依
り
て
定
ま0
、
貨
幣
の
刺
子
は(

一)

金 

融
界
に
於
け
る
信
用
の
狀
態
、

(

ニ)

银
行
支
拂
準
備
金 

の
過
不
足
並
に(

三)

商
業
界
の
敖
況
如
何
に
依6
て
走 

ま
，る
も
0
な
り
と
!^
せ
*
 ̂

.

(

»

、
_-)

即
ち
ニ
コ
ル
ソ
ン
は
貴
借
を
長
期
と
短
®
マ
し
の
ニ
挪 

、に
.分
.ち
1雄
に
偾
務
決
濟
の
自
的
を
以
て
行
は
る
、
貸
借

を
短
期
と
着
做
し
、
新
^
に
事
業
に
投
ず
る
爲
め
に
行 

は
る
、
資
金
の
融
通
を
長
期
貸
借̂

*
せ
る
な
ぅ
。
さ 

れ
ど
、
貸
借
を
ば
斯
く
の
如
き
•標
準
を
以
て
長
期
と
短 

期
と
^
分
類
す
る
は
金
融
界
の
實
狀
と
合
致
せ
ざ
る
の■
 

戚
ぁ
^\。

長
期
®
借
は
必
す
し
も
事
業
資
金
調
逄
の
爲 

め
に
行
は
る
、
も
の
に
非
ざ
る
と
同
時
に
短
期
貨
借
も 

亦
必
す
し
も
常
.に
偾
務
決
濟
上
の
必
要
に
依
$
成
立
す 

る
も
の
m

#
ず
0
;
@利
會
»!
*>
社
#
の
fr
替
を
爲
し
、 

政
府
が
大
藏
省
證
券
、
國
庳
偾
券
又
は
舊
國
债
を
長
期 

公

債

に

'
借

替

へ
る

が
如
き
は
偾
務
決
濟
の
爲
め
に
優
期 

の
借
入
契
約
を
結
ぶ
も
の
に
非
す
し
て
何
ぞ
や
。
又
、 

商
人
が
商
品
の
仕
入
の
豸
，め
、®
し
く
は
製
造
家
が
旅 

料
の
購
入
を
目
的
ぐ」

し
セ
約
束
手
形
を
振
出
す
はr
た 

に
事
業
資
金
を
調
達
す
る
爲
め
に
短
期
の借
入
を
な
す

も
の
-̂
非
す
や
。

ニ
 

n

グ
ソ
ン
氏
の
利
子
諭
は
旣
に
其
出
發
點
に
於
て 

此
缺
陷
を
有
せ
る
を
以
て
、
其
論
磷
の
全
部
穴1:
つ
て 

首
W
し
難
き
®
少
か
ら
妒
？
氏
は
資
本
の
利
子
を
以
て

铱

十

一

怨
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r
aブ、•

'

く

等

I

牙

ョ

韵友！：

R
本
の
说
用
と
供
給
と
に
依6
て
定
ま
る
も
の
な
り
と 

論
す
れw

も
、
ft
借
せ
ら
1る
\
も
の
は
：̂
??
又
ま
；̂

 ̂

の
要
求
桃
に
し
て
、
所
謂
資
本

(

生
產
财)

に
非
ざ
る
を 

以
て
、
免
啊
に
し
て
利
子
步
合
が
貨
傲
せ
ら
が
ざ
る
生 

產
則
の
爾
用
ど
供
.給
に
依
6
て
定
ま
る
の
な
6
と
云
ひ 

#
る
や
。
生
產
姻
其
物
が
貸
借
せ
ら
る
、
な
ら.ば
ヽ
M
 

物
の
使
用
に
對
し
て
支
挪
は
るS
報
償
は
其
雷
用
ど
共 

"命
ど
に
依CV

て
定
走
る
な
6
ん
も
、
而
か
も
此
際，

i
'A
'i 

け
'る
報
偾
は
其
生
廣
财
の
貨
貨
料
に
し1て
@
入
の
I

 

利
子
に
非
1
。
又
、
.生
產
财：

の
效
用
高
け
れ
ば
’
利
子
：

t

-■
■
■/̂
3/ 

^
 

t-
 

'* 

r

%
-1
諸
J：
i：
Mけ
h
幣
數
M
m

/

I
\

i
(

者
•の
み
に
非
ず
し
て
、
屋

が

有
§

容

利

W
せ
る 

企
«
象
も
亦
生
*
财
の
雕
入
^
た
る
こ
と
あ
る
の
=}
i
Jf 

を
記
®
す
る
を
要
す
る
な
&
。
資
金
の
供
給
*
が
悉
ぐ 

招
尚
ド
生
產
|«
の
販
寶
者
た
ぅ
、
生
.產
财
の
鱗
買
者
が 

賞
に
資
金
の
.借
入
者
®

b
bば
、.
ニ
コ
ル
ソ
ン
の
刺
子

 ̂

ね 

一
r
の

眞

理
.^
偶

ふ

る

も

の

な

.
^
;
^
し
一
ぶ
ふ
を
得
く
け 

ん
も
、
賓
業
界
の
實
狀«
氏

の

諭

據

：を

支

持

せ

ざ

る

を 

奈

何

ぜ

ん。

：

.

貨

齡

貨

借

上の.利

子

步

命

が實
業
界
に

於

け

る信
哂 

狀

態

銀ヽ
行
の

支

拂

準

備傘
の
過
不
足
並
^
-
通

界

の

f

r

に
依
6

て
定
ま
る
V

の
な
-

O
n

と
の
ニ
コ
Y

ソ
ソ
总

Cv 

兑
ょ
：ヴ
\的
 

一、！  

t r 
r
l
f
l
'

Jf, 

i 卜
-
！

' _

 

.

.

.

く
芡
次
s
る
、
の
f
f
i向
を
有
す
可
き
も
、
‘ 

:

:
り

J
.
s
i
' 

1

1

^

.

財
の
效
用
の
高
低
は* 

S

み
に
於
て
利
子
の
高
低h 

\ 

I
む

れ

^

^

;！
M

r 0
f

x

l
j:
ル
ソ
ン
氏 

定
む
る
が
如
き
こ
と
な
し

o

如
可
ビ
s

^

x、
i

t

i

. 

w

m

を
が
言
せ
ば
、
貨 

の
效
用
高
け
れ
ば
、
其
偾
格
もf

高
く r

從
O Z

て̂

 

|
# 0

ひ

び

せ

|
摘

巧

、
刺
子
の
步
合
は
貨
齡 

s

f

て
言

多

額

の

利
f

s

る
.，I

f

こ
H

o

, 

“

U

M

f

u

l

l

f

 

I

ふ

_

.
ぴ
曾

」

?1
^

! 1
:

1 |
;

i

p

l

il f
l f
l l
I I

?

倉

借

I

I

し
て
事
i

l營
；

；

口

!%

せ
ば
"
利
子
步
合
の
低
格
す
可
き
こ
ミ
を
認
め
れ
る
な

• 

b
。
苦
し
果
し
て
然
ら
ば
、
何
故
に一
一コ
ル
ソ
ン
は
其 

推
理
を
權
張
し
て
、
全
體
の
利
子
步
合
に
關
し
て
同
一
- 

の 

K
論
を
下
だ
す
に
至
ら
ざ
り
し
かo
M

<
金
錢
の
貨 

俏
は
货
幣
又
は
貨
幣
の
代
用
物
を
通
じ
て
行
は
る
、
以
一 

上
、
货
幣
の
數
f
iが
常
に
總
て
の
贷
借
に
於
け
る
利
子

\ 

步
合
に
一
大
影
響
を
及
ぼ
す
可
き
はB
明
の
理
な
る
に
1\ 

非
ず
や
。
蓋
し
氏
が
此
明
白
な
る
原
則
を
着
破
せ
ざ
り
一 

し
は
、
菩
人
は
上
文
に
於
て
指
摘
せ
る
が
如
く
利
子
を

} 

ば
資
本
の
利
子
ビ
货
幣
の
利
子
と
の
二
種
に
分
類
し、| 

推
理
の
出
黴
點
を
誤
り
た
る
故
な
る
可
し
。

5

一
 

コ
\
ソ
ン
庆
は
页
に
貨
幣
ぐ
し
利
子
步
合
ミ
の
關
係 

を
ば
他
の
方
而
ょ
ぅ
之?:
*

究
せ
ん
マ」

せ
り
。
他

の

方\ 

而
ぐ
し
は
物
惯
を
通
じ
て
刺
子
步
合
に
及
ぼ
す
货
幣
數
®

の
影
響
即
ち
是
れ
なb
ビ
す
。
此
見
地
に
於
て
も
二
コ 

V

ソ
ン
は
依
然
V
J.L
て
折
衷
說
を
採
れ
り
。
興
大
要
は

左
の
如
し
。

(

註
、
ニ) 

,

丨
 

•

ぷ
•憤
の
高
低
S

利
子
步
合V

J

の
高
低
ビ
の
tl
i
-
]
.
に

は
必
す
し
も
逾
接
な
る
關
係
の
游
せ
ざ
る4

の

、
如 

し
。
^

^
9;
k
きVJ 

&

R利
子
步
合
の
腐
き> 

W €
も 

あ
b
又
£
き
こV」

も
あ
り
。
唯
物
惯
の
變
動
し
つ
、 

あ
る
際
に
は
利
子
步
合
が
典̂

#
を
*
な
る
こ
ビ
あ 

る
な
り
。
此
物
愤
對
利
子
步
合
の
關
係
は
不
換
紙
幣 

の
流
通
を
假
定
せ
ば
最
も
明»
に
之
を
就
明
す
る
> J 

VJ

を
得
可
し
。
藍
し
物
馏
變
動
の
結
娘
は
不
換
紙
幣 

流
通
の
ド
に
於
て
最
も
著
し
く
之
を
認
む
る
己
と
を 

得
る
を
以
て
な
ぅ
。

假
b
に
不
換
紙
幣
が
政
府
に
依
り
て
發
行
せ
ら
れ 

;]
c
諸
柳
に
充
て
ら
れ
た
る
が
爲
め
國
内
に
散
布
せ
ら 

れ
て
物
惯
が
直
接
其
の
影
轉
を
蒙
り
た
せ
ょ

" 

さ
す
れ
ば
、
物
惯
ば
.騰
贲
し
商
業
は
從
っ
て
刺
戟
せ 

ら
れ
、
鍬
行
に
對
し
て
貨
付
を
要
求
す
る
*
樹
加
す 

可
4
。
さ
•れ
ど
、
吾
人
の
假
定
せ
る
紙
幣
の
著
.行
は
金 

融
界
の
資
金
を
增
加•せ
ざ
る
を
以
て
、
此
場
合
に
は 

物
®
の
騰
貴
す
る
ミ
共
に
利
子
步
合
も
昂
騰
す
可̂ 

,

さ
れ
ど

、
若
し
政
府
が
最
初
银
ぉ
に

#
し
て
.紙
幣

热

十1

卷
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五
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ニ

V
J發
行
し
、
叙
行
が
之
を
商
人
に
«
付
け
て
流
通
せ 

し
め
'な
.ば
、
利
子
步
合
は
下
落
し
、
物
價
：は
：騰
貴
す 

可

し

。
，

 

' 

,

大
金
鑛
發
見
の
結
粜
も
略
ぼ
同
じ
。
若
し
新
た
に 

發
見
さ
れ
穴
る
金
鑛
ょb

發
掘
せ
る

金
が
直
ち
に
貨 

幣
と
化
し
て
流
通
し
、
從
つ
て
物-i
i
?:
騰
貴
せ
し
め 

取H
?

を
刺
戟
せ
ば
、
此
余
供
給0

增
加
は
刹
子
步
合 

を
騰
貴
せ
し
-^
る
の
結
果
を
显
す
可
し
。
さ
れ
ど
、 

教
し
之
に
反
し
て
、
此
金
の
新
供
給
額
が
金
融
業
者 

の
掌
咿
に
落
ち
る
と
せ‘
ば
、
物
：價
も
騰
貴
す
可
けれ 

.

!

、
利
子
步
合
も一

時
下
落
す
る
に
相
違
な
し
。

更
に
物
價
がI

般
に
下
落
せ
し
際
に
、
換
言
す
れ* 

ば
金
の
惯
値
が
騰
貴
せ
し
場
合
に
、
漭
し
物
惯
の
下 

落
が
邊
龈
の
地
に
於
け
る
通
貨
の
收
縮
の
誘
致
せ
る 

も
の
な
6
ビ
せ
ば
、
商
業
巾
心
地
の
，銀
行
に
於
て
は 

*
金
«
澤
に
し
て
利
子
步
合
低
き
や
も
測b
知
る
可 

か
ら
ず
。
さ
れV」

、

之

に

反

し

て

、

苦

し

中

心

地

に 

於
け
る
金
融
逼
迫
せ6
ビ
せ
ば
、
利
子
步
合
は
高
率

な
る
可
し
。
■云
.々
.

政
府
：が
紙
幣
を
發
行
し
：て
政
费
の
支
挪
に
充
て
た
b 

と
せ
ば
、
物
惯
騰
貴
し
て
企
業
城
刺
戟
さ
れ
資
金
のm 

用
膨
へ
^
す
る
に
至
る
可
き
は
ニ
 
'コ
ル
ソ
ン
其
の
言
の
如 

し
。
3
れ
レ
’

是
れ
を
以
て
直
ち

に
，利

子

步

合

が

'上

騰 

す

可

し

と

斷

ず

る
.は

阜

計

な

ら

ず

や

：。

游

し

國

內

に

散 

.布

せ

ら

れ

た

る

紙

幣

、
の
：含

部

が

商

人

並

.に

消

费

漭

階

級 

間
に
流
a
し
て
銀
行
に
預
入
せ
ら
るy
z VJ

な
け
れ
ば 

或
は
ニ
氏
の
徘
定
せ
る
が
免
き
結
果
を
里
す
る

> 

Vと
あ 

ら
ん
。
さ
れ
ど
、
若
し
最
初
*
府
ょ
ぅ
俸
給
又
は
手
當 

と
し
で
紙
幣
を
受
領
せ
る
溝
が
其
全
部
を
费
消
せ
す
し 

て
其
中
幾
分
か
を
鈒
行
に
預
け
、
又
物
品
を
政
府
に
上 

靜
せ
し
.商
人
が
a
代
#.
ヾ

」

し
て
軟
府
ょ
ク
受
»
せ
る
紙 

0

を
銀
行
ぼ
當
座
«
金
と
し
て
预
入
す
る
と
せ.ば
、

« 

令
其
预
金
は
早
晚
引
出
さ
る
可
き
性
質
の
も
の
な
，ぅ
と 

し
て
も
、
锻
行
の
現
金
在
高
：は
一
時
增
加
す
可
く
、
從 

つ
て
銀
行
は
貨
付
0
增
加
を
圓
る
に
至
ら
ん
ゴ
莕
し
舉 

し
て
然
6
ば

i>

方
物
惯
騰
：貴
の■爲
め
合
業
資
金
の0
0

は
彭
崖
す
る
な
ら
ん
も
、
又

I

方
に
於
て
斯
く
の
如
く 

其
供
，給
も
增
進
せ
る

?:
以
て
、
利
子
步
合
は
此
際
に

於 

て
二
コ
ル
ソ
ン
氏
の
論
斷
せ
'る
が
如
く
、
必
ず
し
も
*
, 

貴
す
^

しV
J
S

ふ
能
は
ざ
る
，な
纟
。
蓋
し
刺
子
涉
合
に
. 

及
ぼ
す
上
叙
の
紙
幣
發
行
の
影
響
は

物
價

騰
貴
の
程
度 

人
民
の

企
業
心
並
に
其
貯
蒂

心
の
厚
*
等
に
侬
り
て

定 

0

 ̂る
も
V
.

^

f
p 

と

次
に
同
災
の
假
定
せ
る
が
如
く
、
紙
幣
の
全
部
が
直 

搂
龈
行
に
变
附
せ
ら
れ
た
ぅ
ビ
せ
ん
か
い
利
子
步
合
は 

ニ
コ
ゾノ
ソ
ン
風
の
論
せ
る
が
如
く
下
落
し
、
物
價
は
次'
 

い
で
騰
貴
す
可
し
。
さ
れ

V」
、

物
價
の
騰
貴
ば
企
業
を 

*

«
し
、
企
業
の
刺
就
は
企
業
資
金
需
用
の
臟
脹
を
誘 

致
す
る
の
®
向
を
有
す
る
も
の
な
る
を
以
て
、

一
旦
低 

袼
せ
し
金
利
が
苒
び
昂
騰
す
る
に
至
る
可
き
こ
と
を
忘 

却
す
可
炉
ら
ず
？
最
後
に
テ
コ

\

ソ
ン
R
の
論
及
せ
る 

利
子
對
金
货
の
關
係
は
大
體
に
於
て
利
子
に
對
す
る
紙 

幣
の
關
係
と
大
同
小
興
な
れ
ば
"
之
が
批
評
を
省
略
せ 

ん 

0
:
. 

: 

. 

ノ
.
.

,1
1

一、T... shield. Nicholson ; Eleipcpts'of Poltical E
c
o
n
o
m
y
,

 

Ipos'ppv^rswo.

.、
註
ニ
、

Ibid.,. p. 324.

、

第
六
，
款

：>>
ド
ド
ィ
の
說 

‘ 

米
國
屈
，指
の
理
論
翁
濟
學
者
な
る
エ
ー
ダ
大
學M
長 

、
ノ

ド
.レ
.ィ
氏
も
亦
貨
幣
.對
利
子
の
m

M
に
就
き
て
rr
« 

的
見
解
，を
持
せ
る.

』

0,
>
如
し
。
氏
は
其
著『

經
濟
學』 

に
於y

利
子
步
合
は
槪
し
て
資
本

(

生
產
財)

の
需
用
供 

货
.
^

IR
'
b て
定
兮
る
も
の
«

b と
#
.
_
 し
、(

te
.一
 

j
c 

貨
の
膨
脹
は
利
子
步
合
を
左
右
す
る
こ
ど
な
し
と
カ
說 

せ
：b
。(

■
、
一

1
)

氏
：日
く(

註
、
マ
三

『

通
貨
の
數
量
亿
し
て
增
減
ぜ
ば
、
物®
も
®
ち
に 

之
に
應
じ
て
變
動
せん
。
恭

し

通

貨

膨

脹

し

物

價

.が 

從
ク
て
騰
貴
せ
ば
、.或
るI

.

定
量
の
食
物
又
は
器
械 

を

購

入

し

、

其

他

、.
|
定

數

の

勞

働

者

を

规

傭

せ

ん

ミ 

欲
す
る
潘
は
興
食
物
、
器
械
又
は
其
勸
勞
の
供
給
を 

得

る

が

爲

め

に

は

從

前

ょ

ぅ

-̂
多

额

の

貨

辭

を

沿

入 

れ
ざ
る
可
か
ら
す
。
從
つ
て
資
本
に
對
す
る
需
用
は‘

第
十
一
焓
C
31
.七
一)

は
刺
子
論
上
に
於
け
る
货
俗
數
;4
1:?.

第
四
^

m

:̂，!J

Si

I!
抑
_v
V
(•ri> t
•H

か:

旧
；i-!'
名取

|
I

1だ
1

li
s

Ih\
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第
i
%
.
,
-
: 

S
七
ニ
.

)

.

.

.雜
：

錄
.

利
子
論
上
に
*

け
基
幣
數
_

 

.

. 

. 

.
笫

卧

號

一

四

四

る 
>」

^
な
^

§'
論
,
れ

：ぞ

も

、
：
吾

人

：が

旣

I:
1
}
}指

摘

其
供
給
の
增
加
す
る
に
述
れ
膨
脹
す.る
...
も
の
な
.
-
0と 

す
.
：
'
:
: 

...

JI
L
^'
il
l
の
#)
外
と
看
做
す
可
&
も
の
に
し
て
S

A 

の
注
意
に
値
び
す
る
现
象
は
金
融
の
返
逍
を
救
濟
す 

る
に
適
ひ
た
る
方
法
を
以
て
紙
幣
を
增
發
せ
し
と
ぎ 

に
於
て
之
を
«
る
の
み』

气

'

:

即
ち
ス
ド
レ
ィ
.氏
は
刺
子
.對
貨
熱
啟
卿
避
穴
就
き
て 

は
非
貨
幣
說
を
採
れ

る
も
> 

金
融
逼
勘
の
際
に
通
貨
が 

ゾ
膨
脹
せ
ばr

利
子
步
合
の
低
落
す
る乙
S

る
可
S

を
し 

例
外VJ

し
セ
認

め
た
る
な
；

CS。

此
黯
に
於
て
氏
の
說
比 

フ
ィ
.
シ

ャ

ー

敎

、授

の

.

主
張
と
符
節
を
合
す
る
が
如
し
。 

旣
に
フ
氏
の
說
を
批
評
せ
る
際
に
指
摘
せ
る
が
如
く
、 

若
し
金
融
遥
碟
の
際
に
喇
子
步
合
舻
通
實#
縮
の
■

 

を
蕻
る
も
の
な
&
と
せ
ば
、
何
故̂
金
®
の
緩
it
な
：る 

と
き
‘に

於

て

も

同

一

の

现

象

を

呈

せ

ざ

る

^

。

ハ
ド
レ 

ィ
M

長

は

普

通

の

.場

合

に

於

て

流

通

貨

幣

の

數

爾

增

加
 

せ
ば
、
富

騰
貴
し
、
物
價
騰
貴
せ
ば
、
資
金
；の
嫌
用 

膨

胍

す

可

き

に

依

り

、

利

子

步

’合

は

何

等

汉

影

響

を

蒙

せ
る
，が
勿
く
、
©

©
は
通
貨
の
膨
脹
す
る
や
^
や
直
ち 

に

一
樣
に
騰
%
.せ
ざ
る
が
故
.に
、
通
貨
の
膨
腺
^j

共
に 

資
金
の
®
用
は
同
比
例
に
增
加
す
る'も
の
に
*
ず0'

從 

•
っV*

其
際
に
於
で
利
子
步
合
が
低
落
す
る
こ
ヾ

」

な
し
ノレ 

I,

云
ふ
能
は
ざ
る
な
ム
。
論
潘
或
は
是
れ

」

時
的
現
象
た 

|

る

に

眷

ず

と

云

は

ん

。

さ

れ

ど

，、

此

所

謂

I.

時
的
興 

j

象
は
常
時
發
生
し
つ，
あ
る
も
の
に
_非
ず
や
。
者
し
果 

\

し
て
然
b
ど
せ
ば
、
或
る
場
合
に
は
所
謂
一
時
的
利
チ 

|

步
合
は
、ノ
ド
レ
ィ
玛
ー
，
齡
の
說
明
せ
ん
と
せ
る
永
久
的 

利
子
步
合
ょ
6
重
耍
に
し
で
、
後
者
ょ6

も
寧
ろ
之
に

1

5
 

; Economics. 

1506, p. 

277,
\ 

独 
ニ
、Ibid.,

?.
.
2
2
9
-
3
0
.
. 

•

碧

、Ibid, P..277.
,

»
:

第

七

款
.セ
リ
グ
マ
ン
の
說
_ 
.

米
®

コ
>

ン
ビ
：
ヤ

大

學

敎

授

：

セ
ソ
グ
マ
ン
庆
は
其
著 

『

經

濟

原

现

』

忆

於

て•各

擧

派

：
の

長

を

採
6
て

他

のS
を

I
n
i
i

補
ひ
，常
に
折
衷
的
態
度
を
持
し
て
經
濟
の
學
趣
を
解
說
日
く
、

(

註
、
三)

せ
んVJ

努
め
た
る
が
、
菩
人
の
硏
究
間
題
に
就
き
て
も 

亦
同
一
見
地
に
立
ち
て
之
を_
究
せ
り
。
氏
は
利
子
を 

本
質
を
說
明
し
て
日
く
、

(

註
、1

ノ
 

.『

溱
人
は
富
を
以
て
一.定
額
•の
貨
幣
ょ
り
成
る
.も
の 

な
りV

J
©

惟
せ
る
と
同
じ
く
、
利
子
を
ば
貨
幣
の
贷 

與
に
對
し
て
支
柳
は
る
、
報
償

VJ

看
倣
せ
る
も
、
事 

,•»
は

然
ae
>
ず
^
て
、
利
子
は
貨
與
せ
ら
れ
た
る
貨
幣. 

.0
代
表
サ
^i

p
4
(

生
産
財
}
の
使
用
に
對
し
て
支
拂 

は
る
、
も
の
^
外
な
ら
ず』
V
J。

セ
リ
ク
マ
ン
氏
は
斯‘，/:
<
の
如
く
利
子
の
本
質
に
就
き. 

て
は
通
說
5:
採
れ
る
が
、
‘ •利
子
步
合
の
決
定
に
就
き
て 

も
亦
多
數
經
濟
學
者
の
支
持
せ
る
學
說
を
舉
捡
り
。
日 

く(

註
、
ニ)

普
通
の
利
子
は
生
產
の
目
的
に
刺用
せ
ら 

る 
> 
資
本(

.生
產
埘)

の
需
用
と
供
給
ビ
K
依
り
で
定
ま 

る
も
の
な
り
と
。
さ
れ
ど
、
利
子
步
合
に
及
ぼ
す
通
货 

伸

縮

の影
！
！

に

關

し

て

成

は

貨

胳

の

數

摄

が

利

子

步

合 

と
重
耍
な
る
關
係
を
有
せ
る
こ
ビ
を
認
め'7a
6
。

氏

『

物
價
平
準
の
.騰
落
、
換
言
す
れ
ば
、
貨
幣
價
値
め 

騰
落
は
一
時
的
に
利
子
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
あ
り 

例
へ
ば
、
物
憤
の
低
落
し0

、

あ

る

ビ

き

^
,
|
千

弗
 

の

金

員

：を

借

入
：：

る
、
れ

ば

、
.
決

濟

期

に

は

^

^

せ

る

ょ 

b
も
事
實
多
額
の
も
の
を
返
却
す
る

>.j

l
yy
な
る
.可 

し
。
換
：言
す
れ
ば
、
名
铒
上
同
額
，の
ー
チ
弗
を
返
濟 

す
る
爲
め
に
は
物
«
が
下
落
せ
し
と
假
足
せ
る 

場
合
に
於
け
る
ょ
6
,も
多
最
の
：貨
物
を
寶
却
ず
る
か 

或
は
長
期
間
_.の
勞
働
に
服
.せ
ざ
る
可
か
ち
す
。
.
：

：

. 

さ
れ
.
«、
'^
し
.物
&
.の
1?
#
を
卜
^
す̂
る
ふ〕

.ミ
を
：% 

る
と
せ
ば
、
借
財
を
爲
さ
んS
欲
：す
る
者
は
利
子
の 

引

下

を

要

求

し

損

失

を

免

れ

ん

ビ

圖

，り
、

貨

付

者

も 

.競
爭
の
結
果
ー
其
請
求
に

.應
發
^
る
を
»
ざ

る

可

し。

. 

若
し
貸
付
者
間
及
：び
借
財
者
惝
.に

於

て

が

完

全
 

に
行
は
れ
且
づ
物
價
の
將
來
に
對
ず
る
各
當
事
奪
の
：
 

豫
想
が
常
に
辦
實
に
僉
致
す
る
と
せ
ば
、
物
惯
の
下 

落
は
利
子
步
合
の
低
落
に
依
り
て
全
然
相
殺
せ
ら
る

f

ー
卷
.

S
セ
三)

雜

、
錄

利

：ォ
論
上
に
办
け
る
货
幣
敷
#
部

第
四
虢

1

四
五



银
t

/
卷
.

(

五
七
则)

.
雜

0

,

别
子
徽
叱
に
於
け
み
货
激
數
激
說
. 

第

妈

璐

一

四

六

'V
•な
ら
ん
。
葙
し
又
、
祓
利
法
を
用
ひ
セ
數
理
的R 

推
論
す
る
と
せ
ば
、
利
子
步<
2の
低
落
は
物
偾
の
下 

，落
も
稍
々
其
率
高

か

，る.

可
し
。
物
價
の
騰
貴
し 

つ
ゝ
--
3
>る

傺

に

：於

て

も

^

^

周

じ

ズ

ヽ

刹

子

步

合

は 

っ
.货
徹
順
値
奶
祗
髂
率
ょ
$
名
稍
々
萵
く
昂
騰
す
る
な 

ら
ん
。
然
り
と
霉
も
、
土
部
の
競

(
?)
激
想
と
は
完 

全
に
析
は
名
，
こW

な
き
が
澈
屯
、
刺
子
步
合
が
決 

V

て
«

#
の
購
質
*
の»

g

R-
全
然
適
合
す
る
こ
マ
し 

雇
し』

沄
々
。

M
ね『

；

コ
]
ル
1
奶
«

借

，̂

龙

け

る

刺

子

步

合

に

就

き
 

て
も
セ
ジ
グ
マ
ン
敎
授
は'«
^
數
量
の
#
«
を
認
め
犮 

ぅ
。
0
く
、.

(

被
、
四)

『

コ
I
ダ』

の
.

平

步

合

は

直

ち 

に
現
金
に
換
へ
«
る
且
.

0

常U

其

現

杻

最

の

揿

滅

し

て 

止
む
こ
と
な
&
融
通
資
本
の
懂
用
と
供
給
ヒ
にf

て 

、定
ま
る
も
の
&
り
と
0

.
劝

是

鴨

之

、

セ

ツ

グ

；マ
ン

^
は
.利
子
步
合
硏
究
の
立 

踢
4
ぅ
貨
備
を
攸
隹
WJ
の
普
通
®
猎
と『

コ
I

C
の
如 

§
貸
_
ヒ
必
ニ
遍
ね
分
ち
、
後
者
の
利
子
步
合
は
通
貨

伸
縮
の
影
嚮
を
衆
れ
、

VJ、

前
潜
に
於
け
る
利
子
步
侖
は 

«

»
數
蹵
の
壻
減
に
侬
b
て
根
本
的
に
は
左
右
せ
ら
る 

、
乙
ビ
な
き
も
、I

峙

购

.K
物
價
の
騰
落
を
通
じ
で
變 

勸
す
る
こ
と
あ
&

^
論
ず
る
.も
0
に
し
て
、
此
說
は
他 

,
の
折
衷
說
-i
ぅ
も
.

i

層
貨
翁
說
に
接
近
せ
ぅ
と
运
は
ざ 

る

可

か

ら

ず

。

セ
_

故

非

貨

称

說

を

银

發

點

ビ

し

て

輪 

述

せ

る

も

、

賀

幣

說

の

種

力

な

る

を

.杏

定

し

得

ず

し

て 

之
k

對
しV

秋
波
#
送
れ
る
も
の
な
ふ
が
、
吾
入
は
氏. 

\

が
商
尺
竿
敏
M
にI

步
を
進
めV

全
然
貨
幣
を
中
心
ど 

|

し
て
利
子
步
合
變
動
の
理
を
說
述
ぜ
ざ
り
し
をif
ま
ず 

ん
ぼ
あ
ら
#
。
若
し
氏
.の
認
め
た
る
が
如
ぐ『

コ
I

ル』 

貨
借
の
利
子
步
合
が
通
貨
の#
縮
に
依
b
て
左
右
せ
ら
. 

る
、
な
^
ば
、
何
故
に
他
0
:短
期
贷
借
の
利
子
步
合
も 

亦

同I

の
影
響
を
蒙
ら
ざ
る
や°
若
し
總
て
、の
短
期0 

f
借
の
矛
子
.
S合
が
食
幣
の
數
*
に
依
b
て
左
右
せ
ら 

る

、

こ

と

あ

，
ら
ば
、
.
何

故

に

畏

期

貨

借

に

於

け

る

金

利 

も
亦
然
6 

0
C
沄
ふ
可
.か
ら
ざ
.る
や
。.長
期
貨
借
ビ
云
a 

短
期
貸
借
と
.名
く
る
も
> 
單
に
程
度
の
差
な
る
に
非
ず

や
。
氏
：̂

{

$
借
の
刺
子
步
合
が
物
懷
の
臟_
を
_
 

じ
で
«
幣
數
tt
伸
縮
の
影
響
を
受
く
るJ
あ
る
を
認
め 

た
各
妒
、
物
惯
は
常
に
變
麻
し
て±
.
iざ

る

•も

の

に

非 

ず
や
。
梁
し
•て
錄
良
ば
、
利
子*
合
は
.常
扣
通
^

:

»
 

の
'影
響
を
蒙
り
ラ
v
fe
y
ミi

K

は
.ざ
着
可
か
ら
ず
。
香 

人
は
セ
' 敎
授
が
此
鰣
逭
#

*
論
を
進
办
ざ
h
し
I

慽 

ビ
す
Q

ff
i.f

、
w
d在
i0'
''. 

R-. Av Seligman 

.priridipl̂
.'. of wconom&s,

5 ‘th 

.
e
f
. 

1912, p. 392.

養一、
ibid., 

 ̂395,

fi
;三
、sd

v
p
.
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セ 

餘
四
、Ibid:, p. 
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第
八
款
ジ
ヨ

y

ソ
>"
•
の

說 

米
國
a
育
太
學
敎
授
分
ヨ
ン
ソ
ン
氏
も
亦
セ
リ
グ
マ 

ン

氏

と

飱

ん

ど
'同
一
-
の

說

會

採

れ'b.。

氐

は

利

子

步

合 

の
決
宠
;̂
赚
盔
歡
ぬ
§

ぐ
.、
8

、{>

『

货
物
の
慠
格
が
所
講
限
界
又
は
、最
終
敫
用
な
る
も 

0,
に
依
り
て
•定
ま
.る
.が
如
ぐ
‘、
观
子
步
合
i

•資
本(

生 

*•
麻
.

)

の
限
勝
生
產
カ
记
依
ケ
，て
定
ま
る
，も
の
な
り

ミ
す
。
” 

' 

庞
ば
艱
ち
此
#

貨
幣
說
：盼
見
地
に
立
ち
て
、
辄
乎
步 

合
對
■
.
の
問
®
.に

關

左

：の
如
く
斷
定
せb
。(

註

ニ〉

. 

; 

二 

.

(
『

物
懢
.の
膨
露
し
^
>&.
.る
：際
私
除
き
て
ば
、
貨
幣 

の
流
®
高
は
_
雲

合

迄

！？
等
の
關
係
を
有
せ
ず
。

』 

又
日
く(

S

!) 

'

F

貨
#
办
流
通
が
一
時_

)]
1
:

し
て
»

の
»

朋
に
：超
過. 

せ
.

ば
、
利
子
步
合
は
其
陬
德
く
低
落
す
る
の
#
向
を 

保
ち
、
又
貨
幣
の
流
逾
妙|

蹄
收
織
せ
る
_

に
、
其 

|

の
需
甩
.M

岡
時
に
減
退
せ
ざ
れ
ば
、
金
科«.
騰
貴
す 

j
:

る
.
の
：
趨

勢

を

有

ず

4

な

ら

ん

'。

』

.

. 

i

貨

物0

價

格'

が

其

の

隈

界

，ス

は

最

終

*

«

に

依

纟

て 

定

ま.

る
も
0 .
^

_

ぎ
备
这
岡
じ
ぐ
、
刺
承
步
合
ネ
亦
必

‘

ず
し
も
生
產
難
の
限
界
座
座*
に
侬
&
で

定

ま

る

'も
の 

に
非
ざ
4
な
&
•«
•
§.
れ
ど
、
此
刺
乎
決
定
の
被
本
原
歸 

^
に
_
:ず
ぎ
談
_
瞼
.悔
设
機
#
に
.之
#
!
|ら
.ん
t
欲
す
。

■ 

.
•
又
へ
ヴ
等
義
免
^
成

龄

震

^

^

腺

が

瀚

雀

淡

合

妒
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笟

十

ー

卷

(

五
七
六〕 

'雑

錄
 

時
的
に
左
右
す
る
乙
S
あ

る

：
こ
ビ
ど
薇
め
な
が
ら
、
他 

の
折
裝
應
者
.ミ
同
じ
ぐ
其
關
係
.が
.常
^
存
在
し
.つ
，
あ 

る
も
の
な
る
の 

一
_

を
着
過
せ
し>

 1

ミ
に
就
き
て
は
兹 

に
批
歡
を
加
ふ
る
の
必
要
な
か
る
可
し。

,

I!
-
.. 一
 

' Joseph" French JOM̂
CIi.. 

,r
 

M
o
n
e
y

 and 

.
'

currency,'
1
9
0
7. 

p.'1
3
7
:

独
ニ
、Ibid., p. 146.
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I
b
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 p. 

1
4
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第
九
款
.
ジ
I

ド
の
說 

佛
國
の
緻
濟
學
潘
ジ
ー
ド
氏
も
デ
ブ
ン
。ホ
I

ト
敎
授 

と
同
じ
く

貸
借
の
本
質
論
に
於
ては
®
#
說
5:

採
れ
り 

換
言
す
れ
ば
ジ
ー
ド
氏
の
說
に
侬
れ
ば
、
貸
借
は
貨！

E 

又
は
貨
很
の
代
用
物
を
通
じ
て
行
は
る
、
も
の
な
り
ど 

(

註
、一

)

ジ
ー
ド
氏
が
此
見
地
に
立
て
，る
上
は
、
利
.子 

步
合
論
に
•於
て
も
亦
«
«
說
を
支
持
せ
る
な
ら
ん
と
想 

像
さ
れ
得
る
も
、
事
實
は
然
ら
ず
し
て
、
折
^
說
を
採 

れ
6
。
氏
日
ぐ(

註
、
ニ)

'『

资

本

は

常

に

货

胳

の

形

式

に

.て

供

給

せ

ら

る

ゝ

も

第
.

縣

：

一
 
四
八

の
な
る
を
以
て
"
，利
子
步
合
、
即
ち
資
本
の
賃
貨
料 

■

於
流
a ：
貨
幣
の
數
量
に
傲
ぅ
て
定
ま
る
可
き
も
の
な 

6 'yj

思
ば
さ
れ
ざ
る
に
*
ざ
る
の
み
な
&-
ず
、
是
れ 

即
ちT

般
人
士
間
に
於
け
る
通
説
たる

？

。

日 

く
、
流
通
貨
幣
の
膨
脹
せ
るK
き
に
は
利
子
步
合
低 

し V
J
O
-

.

-

ぐ
此
說
ば
割
引
の
形
式
を
以
て
行
は
る
、
短
期
の
貸 

借
：に
就
き
て
云
へ
ば
正
鶴
を
得
た
る
も
の
\な
り
ミ 

す
。
：

‘ 

:

.
^

れ
ど
、
こ
は
普
通
の
長
期
貸
借
の
利
子 

步
合
に
適
用
す
る
こ
と
を
得
ず
。
蓋
し
元
金
は
勿
論 

利
子
も
亦
貨
幣
0
形
式
に
於
て
授
受
せ
ら
る
、
も
の 

な
る
を
以V

、

利
子
步
合
、
換
言
す
れ
ば
、
元
金
と 

柳
子
と
の
間
に
於
け
■る
比
率
が
算
幣
の
購
買
カ
の
變 

勸
.の
如
く
此
兩
基
數
に
對
し
て
同
時
に
同
欉
の
影
響 

を
與
ふ
る
，一
原
因
の
爲
め
に
左
右
せ
ら
る
>
が
如
き 

こ
*と
な
け
れ
ぱ
な
ぅ
。』

-

_
是
觀
之
、
ジ
ー
ド
敎
授
は
セ
リ
グ
マン
氏
等
ミ
同 

じ
く
短
期
貸
借
の
利
子
步
合

U

及
ぼ
す
通
貨
仲
縮
の
影

I

I

!
s
!
i
1
pI
I

|

|
I

ii

/>
f

利
子
論
上!:
於
け
る
货
彼
败
傲
就

響
を
認
•む
る
も
'

® ；
短
費借
に
就
き
て
は
全
く非
®
幣 

パ
,
 

說
を
採
れ
：る
の
み
な
ら
ず
、
通

貨

の

伸

縮

が

物

價

の

騰'

落
を
通
じ
て
金
利
を
變
励
せ
し
む
る
こ
と
あ
る
可
き
こ

 

.

,
, 

ビ
を
ぢ
否
定
せ
り
。
此
一
事
に
於
て
氏
の
說
は
セ
リ
グ

 

：

„
T 

. 

マ■
ン
敎
授
の
論
述
せ
る
所
に
比
じ
て
一
大
遜
色
を
有
す

|

一' :
.

る
も
の
な
り
ビ
云
は
ざ
る
可
か
ら
ず
。.
貨

幣

の

麻

買

カ

•

一- 

が
假
6
に
一
割
減
少
せ&V

J

せ
ん
か
、
貸
借
の
元
金
と
 

一

，：

:

,
 

利
子
ビ
し
て
支
挪
は
る
、
貨
幣
と
が
共
に
均
し
く
其
騰
一

買
力
を一

割
宛
失
ふ
可
き
は
自
明
の
理
な
る
も
、
是
れ
一
 

'

/

を
以
て
直
ち
に
利
子
梦
合
.が
何
等
の
影
響
を
»

る
こ
^

一
 

な
し
と
斷
ず
る
は
早
針
な
办
。
如
何
と
な
れ
ば
貨
幣
の|

ぃ
 

騰
貝
カ
0
變
動
、
換
言
す
れ
ば
物
惯
の
變
動
は
企
業
め 

,'

.

 

伸
縮
を
if
致
し
、
企
業
の
伸
縮
は
資
金8

の
增
減
を|

ハ，
 

酸
し
、
其
結
果
と
し'て
金
利
を
騰
落
せ
.し
む
る
こ
ビ
あ

, 

れ
ば
な
り
。
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